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�����今月の主なページ 

 2 6月定例村議会 

 5 第20回参議院議員通常選挙 

 6 ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会 

 9 人権教育紙上講座 

 10 健康センター通信 

 12 こんにちは社協です 

 13 暮らしの便利帳 

 14 戸籍の窓 

士気高揚 
（しきこうよう） 

平成１６年８月１日 �����今月の人口・世帯 
人口……4,297人　世帯……1,442戸 

　７月１日に保育園ではプール開きが

行われました。 

　また、この日はつき組の園児たちに

よる長野放送の天気予報の番組の撮影

がありました。　 

　炎天下の中、「あーした、てんきになぁ

れ、わぁー」と元気良くカメラに向かっ

て叫んでいました。 
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問

臨
時
議
会
に
お
い
て
上
田
市
域

四
ヵ
市
町
村
の
法
定
協
は
可
決
さ
れ

た
。
ま
た
、
丸
子
町
の
動
向
次
第
で

は
、
二
つ
の
法
定
協
が
出
来
上
が
る
。

住
民
の
選
択
肢
を
広
く
持
つ
こ
と
も

必
要
だ
が
そ
れ
よ
り
住
民
の
不
安
や

不
信
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
も

行
政
の
立
場
だ
と
思
う
。
も
し
二
つ

の
法
定
協
が
出
来
た
場
合
、
先
に
出

来
た
上
田
市
域
を
優
先
す
る
の
か
、

ま
た
依
田
窪
地
域
が
で
き
た
場
合
い

つ
か
ら
協
議
に
入
る
の
か
。
年
長
者

の
村
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る

つ
も
り
は
あ
る
か
。

答

依
田
窪
四
町
村
が
で
き
れ
ば
、

十
分
協
議
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
。
成
立
す
れ
ば
、
ま
ず
首

長
で
話
し
合
い
、
事
務
局
体
制
を
ど

う
作
っ
て
い
く
の
か
決
め
な
い
と
い

け
な
い
。
ま
ず
、
丸
子
の
住
民
投
票

で
結
果
が
出
て
か
ら
で
あ
る
。
協
議

す
る
時
間
が
少
な
い
こ
と
は
事
実
。

丸
子
へ
の
吸
収
合
併
と
い
う
形
な
ら

時
間
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
と
思

う
が
。

問

合
併
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
を
考
え
て
い
る
の
か
。

有
効
性
、
効
率
性
、
コ
ス
ト
削
減
等
、

永
続
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

ま
た
、
職
員
は
減
員
に
な
る
の
か
。

答

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
は
、
総
合

支
所
機
能
、
地
域
審
議
会
機
能
、
住

民
の
自
主
活
動
拠
点
な
ど
の
機
能
と

な
る
。
人
件
費
な
ど
を
減
ら
し
、
そ

れ
を
福
祉
な
ど
の
経
費
に
回
す
こ
と

が
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

問

こ
れ
か
ら
は
合
併
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
地
域
づ
く
り
が
大
切

だ
と
思
う
。
行
政
の
立
場
で
の
支
援

策
や
民
間
の
活
力
を
引
き
出
す
産
業

振
興
等
が
あ
る
の
か
。

答
「
住
民
協
働
」
の
概
念
で
、
行
政

と
住
民
が
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ

う
な
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

あ
る
程
度
協
議
が
進
ま
な
い
と
判
断

材
料
が
な
い
。

問

今
後
合
併
等
に
つ
い
て
住
民
の

判
断
を
委
ね
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答

上
田
地
域
合
併
の
場
合
、
依
田

窪
合
併
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

地
域
造
り
が
で
き
る
の
か
見
え
て
き

た
段
階
で
住
民
に
提
示
し
判
断
し
て

も
ら
う
の
が
良
い
と
思
う
。

丸
子
町
辰
ノ
口
の
道
路
を
小
屋
坂
ま

で
延
長
し
て
も
ら
う
こ
と
を
な
ど
、

話
し
合
い
の
中
で
進
め
た
い
。
平
井

寺
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
な
ど
も
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

武
石
村
の
山
々
の
緑
や
自
然
に

接
し
て
い
て
視
力
が
良
く
な
っ
た
と

の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
山
林
資
源

の
活
用
も
考
え
る
と
同
時
に
、
今
や

地
球
規
模
に
て
地
球
温
暖
化
対
策
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
武
石
村

の
豊
か
な
自
然
は
地
域
で
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

武
石
村
の
山
林
は
こ
れ
ま
で
手

を
掛
け
て
き
た
。
こ
れ
を
し
っ
か
り

護
っ
て
い
く
こ
と
は
必
要
。
で
き
れ

ば
村
有
林
を
財
産
区
と
し
て
残
し
て

い
き
た
い
。

▽
法
定
協
議
会
と住

民
自
治
に
つ
い
て

松
久
　
晃
議
員

▽
武
石
村
の
こ
れ
か
ら
の
村
造
り
に

お
け
る
村
長
の
考
え
に
つ
い
て

兒
玉
将
男
議
員

問

村
長
は
三
月
の
定
例
会
議
会
に

お
い
て
ど
こ
と
合
併
し
よ
う
と
も
山

は
残
し
た
い
と
の
考
え
を
表
明
さ
れ
、

更
に
六
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て

「
財
産
区
設
置
」
と
「
三
十
分
圏
構
想

（
上
田
の
中
心
部
ま
で
車
で
三
十
分
で

行
か
れ
る
よ
う
交
通
体
系
を
整
備
す

る
こ
と
）」
を
言
及
さ
れ
た
が
、
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

財
産
区
は
、
合
併
の
と
き
だ
け

に
作
れ
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ

り
、
旧
市
町
村
単
位
で
山
林
を
持
つ

こ
と
な
ど
が
多
い
。
村
有
林
は
、
将

来
価
値
が
出
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

財
産
区
と
し
て
武
石
に
残
し
た
い
。

住
民
と
協
働
で
山
を
護
り
た
い
。

問

「
財
産
区
」
の
議
員
に
は
、
合

併
し
た
後
の
「
地
域
審
議
会
」
の
構

成
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
地
域
お
こ

し
の
中
核
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
は
予
算
も

配
分
さ
れ
、
そ
れ
を
ど
う
使
う
か
は

協
議
し
て
決
ま
る
。
審
議
会
委
員
の

人
選
は
大
事
と
考
え
る
。

問

「
三
十
分
圏
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
ル
ー
ト
設
定
、
道
路
整
備
に
は

関
係
町
村
と
の
連
携
プ
レ
ー
と
な
る

が
具
体
的
な
話
は
進
め
て
い
る
の
か
。

答

ま
だ
具
体
的
協
議
は
無
い
が
、

小学校の下草刈り

広報武石 平成１６年８月号　No.445（2）

村
道
大
平
線
改
良
事
業
の
事
業
費

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
九
十
八

万
九
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
二
十
七
億
九
千
三
百
九

十
八
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
五
千
二
百
十
二

万
三
千
円
、
四
市
町
村
合
併
協
議
会

負
担
金
九
百
万
円
な
ど
で
す
。

※
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整

備
事
業
と
は
…
。

住
民
の
み
な
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
、
必
要
な
公
共
施
設
間

を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぐ
事
業
で

す
。

○
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
を

求
め
る
請
願

○
地
球
温
暖
化
森
林
吸
収
源
対
策
の

着
実
な
推
進
を
求
め
る
陳
情

問

合
併
問
題
で
意
見
の
違
い
は
あ

っ
て
当
然
。
最
終
結
論
が
出
た
ら
、

し
こ
り
を
残
さ
ず
協
力
し
て
や
っ
て

い
く
為
に
も
最
終
的
に
住
民
の
意
向

把
握
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
考
え
て

い
る
か
。

答

依
田
窪
四
町
村
の
状
況
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
見
な
が
ら
、
適
切
な
時
期

に
行
う
。
住
民
投
票
よ
り
、
大
勢
の

意
向
が
聞
け
る
と
思
う
の
で
ア
ン
ケ

ー
ト
の
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

要
望

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
一
軒
で
一

人
が
ま
と
め
て
書
い
て
し
ま
う
事
も

あ
る
。
お
金
も
か
か
る
が
大
事
な
問

題
で
あ
る
の
で
、
住
民
一
人
一
人
の

意
志
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
住
民

投
票
が
よ
い
と
考
え
る
。

問

自
治
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
と

運
営
を
図
る
事
が
住
民
に
と
っ
て
大

き
く
左
右
す
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
、
又
、
職
員
の
過
剰
が
生
じ
る

と
思
わ
れ
る
が
配
置
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答

自
治
セ
ン
タ
ー
は
、
今
回
法
的

に
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。
合
併
に
よ

り
周
辺
地
域
が
寂
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
良
い
機
構
で
あ
る
と
思

う
。
セ
ン
タ
ー
長
は
事
務
職
員
が
な

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
住
民
と
の

顔
な
じ
み
と
い
う
面
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
地
域
審
議
会
委
員
も
市
長

の
任
命
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
団
体

な
ど
か
ら
の
推
薦
と
い
う
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。

問

一
層
の
職
員
の
意
識
の
変
革
、

資
質
の
向
上
が
要
求
さ
れ
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

職
員
の
研
修
、
意
識
改
革
は
当

然
必
要
な
こ
と
で
あ
り
今
ま
で
も
行

っ
て
き
て
い
る
。
職
員
数
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
改
革
で
、
現
在
で
も
定

員
数
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
過
剰
が

生
じ
た
ら
派
遣
等
を
検
討
し
た
い
。

要
望

自
治
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
、
運
営
が
図
れ
る
よ
う
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。
又
、
職
員
の
研
究
会

等
を
持
ち
、
話
し
合
う
事
が
資
質
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
活
力
あ
る
自

治
セ
ン
タ
ー
、
住
民
に
反
映
さ
れ
る

の
で
定
期
的
な
研
究
会
を
持
ち
努
力

さ
れ
る
事
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、
武

石
村
の
法
定
合
併
協
議
会
に
進
む

に
あ
た
っ
て
の
取
組
み
に
つ
い
て

小
池
文
男
議
員

平
成
15
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

請
願
と
陳
情

一
般
会
計
補
正
予
算

六
月
の
定
例
村
議
会
が
、
六
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
六
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
四
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
定
例
村
議
会

　
今
回
は
五
人
が
登
壇
し
、

合
併
問
題
を
中
心
に
教
育

等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

一 

般 

質 

問 

﹇
通
告
順
﹈ 

村道大平線

プールあそび
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第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
七
月
十
一
日
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
の
選
挙
は
、
新
た
に
期
日

前
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
日

前
投
票
は
、
投
票
所
と
同
様
に
直

接
投
票
箱
へ
投
票
で
き
る
制
度
と

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
村
内
有
権
者
数
は
男

千
六
百
十
九
名
、
女
千
七
百
八
十

六
名
の
計
三
千
四
百
五
名
で
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
二
千
三
百
二
十
一
名

が
投
票
し
、
投
票
率
は
六
八
・
一

六
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

不
在
者
投
票
が
二
十
四
名
、
期
日

前
投
票
が
四
百
三
十
三
名
で
し
た
。 

　
投
票
時
間
終
了
後
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
と
同
様
に
候
補
者
お
よ
び
政

党
別
に
分
類
す
る
作
業
に
は
か
な

り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
事
故

な
く
開
票
事
務
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
端
数
は
按
分
に
よ
る
）  

みどりの会議 中村敦夫 4 
 小林イチロウ 1 
 小倉まさ子 2 
自由民主党 あきもと司 5 
 あらい広幸 3 
 泉しんや 1 
 イラミナ　吉 15 
 おぎわら健司 16 
 尾身朝子 1 
 かのう時男 3 
 こにし恵一郎 4 
 小原けんじ 3 
 佐藤あきお 2 
 田口一信 1 
 竹中平蔵 12 
 中西しげあき 4 
 中村ひろひこ 5 
 にしじま英利 1 
 のおの知恵子 4 
 長谷川憲正 43 
 はまだ卓二郎 1 
 ひので英輔 4 
 松村よしふみ 7 
 みずおち敏栄 1 
 山谷えり子 4 
 脇まさし 14 
女性党 町山恵子                    2.666 
 しのはらふさ子 6 
 中山ひろ子 2 
 しばたけい子               1.333 
 辻元よしみ 1 
社会民主党 福島みずほ 16 
 かんの哲雄 3 
 金子哲夫 1 
 戸田二郎 1 
維新政党・新風 魚谷哲央 3 
公明党 荒木きよひろ 3 
 風間ひさし 226 
 はまよつ敏子 5 
 谷あい正明 1 
 浜田まさよし 1 
 えびすい徹 1 
民主党 家西さとる 4 
 大石正光 6 
 加藤としゆき 5 
 喜納昌吉 4 
 小林正夫 4 
 下田あつこ 1 
 津田やたろう 9 
 内藤正光 4 
 なおしま正行 11 
 のぶた邦雄 1 
 白しんくん 1 
 ひぐち俊一 1 
 ふじすえ健三 11 
 前田たけし 1 
 松岡とおる 45 
 円より子 1 
 やなぎさわみつよし 40 
 渡辺ひでお                12.923 
 わたなべ義彦               1.076 
日本共産党 笠井あきら 3 
 小倉忠平 1 
 中野明美 1 
 中野早苗 1 
 東裕人 1 
 

�名簿登載者の得票数 

�長野県選挙区 

�比例代表 

政 党 名 氏　　名 得票数 

社会民主党 

日本共産党 

無　所　属 

自由民主党 

民　主　党 

合　　　計 

山口　わ か 子 

山口　のりひさ 

堀　　六　　平 

若林　まさとし 

北沢　と し み合 

197.420 

219.579 

184 

557 

1,078 

 2,235.999

政　党　名 氏　　名 得票数 

みどりの会議 
自由民主党 
女性党 
社会民主党 
維新政党・新風 
公明党 
民主党 
日本共産党 

17 
494 
56.999 
131 
4 

385 
936.999 
162

10 
340 
44 
110 
1 

148 
774 
155

7 
154 
12.999 
21 
3 

237 
162.999 
7

政　党　名 うち名簿搭載者 得票数 うち政党等 

第20回 

参議院議員通常選挙 
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問

凶
悪
事
件
の
低
年
齢
化
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
折
、
六

月
一
日
、
長
崎
県
の
小
学
校
で
女
子

児
童
が
同
級
生
に
殺
害
さ
れ
る
と
い

う
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
あ

っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ

ブ
ル
が
直
接
の
原
因
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
武
石
小
及
び
依
田
窪

南
部
中
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
実
態
を

具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

答

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で

は
、
授
業
時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
勉
強

の
段
階
で
使
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
、
チ
ャ
ッ
ト
は
学
校
で

は
教
え
て
い
な
い
し
、
生
徒
が
自
由

に
使
え
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

子
供
た
ち
の
人
間
関
係
の
構
築
が
課

題
で
あ
る
。

問

Ｉ
Ｔ
教
育
導
入
を
推
進
し
て
き

た
文
部
科
学
省
に
と
っ
て
も
、
今
回

の
事
件
の
衝
撃
は
大
き
い
と
思
う
が

情
報
化
時
代
か
ら
は
後
戻
り
は
で
き

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
。
車
社
会
は
便
利
で
は
あ
る

が
そ
の
反
面
、
心
が
け
次
第
で
は

「
走
る
凶
器
」
と
も
な
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
マ
ナ
ー
教
育
と
並
行
さ
せ

な
け
れ
ば
犯
罪
の
温
床
と
も
な
り
う

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
識
者
は
思

春
期
を
迎
え
る
小
学
校
で
の
パ
ソ
コ

ン
教
育
に
反
対
し
て
い
る
。
教
育
長

の
見
解
と
、
今
後
の
パ
ソ
コ
ン
教
育

の
具
体
的
方
針
を
聞
き
た
い
。

答

児
童
生
徒
の
段
階
に
応
じ
て
、

パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
か
ら
、
段
階
に
応

じ
て
教
え
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
も
使

い
方
で
は
危
険
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

集
中
力
や
想
像
力
を
養
う
に
は
良
い

道
具
で
あ
る
と
思
う
。
良
い
方
向
で

活
用
し
た
い
。

問

新
た
な
「
市
町
村
の
合
併
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
案
」
と
現
行

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
」
の
「
改
正
」
案
、
地
方
自
治
法

の
「
改
正
」
案
が
セ
ッ
ト
で
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
る
。
新
法
で
は
、
総

務
大
臣
が
合
併
推
進
の
基
本
指
針
と

基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
、
建
前

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
自
主
的
な

市
町
村
の
合
併
」
だ
が
事
実
上
押
し

つ
け
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
合

併
特
例
債
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
合
併

特
例
区
制
度
の
創
設
、
地
域
自
治
区

（
自
治
法
「
改
正
」
で
新
設
）
の
特
例

な
ど
が
、
新
し
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
合
併
特
例
債
は
、
利
息
ま
で
入

る
と
四
割
が
借
金
に
ま
わ
る
。
合
併

を
急
ぐ
と
、
地
域
の
人
の
自
律
意
識

が
失
わ
れ
、
住
民
の
中
に
は
、
行
政

依
存
型
の
人
が
増
え
る
。
今
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
行
政
改
革
で
あ
り
、

大
胆
な
機
構
改
革
や
、
先
進
的
な
取

組
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
立
で
や
っ

て
み
る
と
い
う
市
町
村
を
、
改
め
て

学
ん
で
は
ど
う
か
。

答

合
併
は
、
市
町
村
の
枠
を
超
え

た
行
財
政
改
革
で
あ
り
、
大
胆
な
機

構
改
革
や
、
先
進
的
な
取
組
み
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
住
民
の
意
識
を
高

め
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

活
用
し
て
自
治
機
能
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
自
立
を
宣
言
し
て
い

る
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
事
情

も
あ
り
合
併
し
た
く
と
も
で
き
な
か

っ
た
り
す
る
面
が
あ
る
。
自
立
を
宣

言
し
て
も
実
情
は
大
変
と
思
う
。

問

武
石
村
の
教
育
、
福
祉
、
商
工

業
、
農
業
の
育
成
や
働
く
場
の
確
保

は
。
責
任
あ
る
立
場
で
も
の
を
言
う

人
の
多
く
が
上
田
の
人
に
な
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
か
。

答

こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
、
専
門
性
を
持
っ
た
人
が
か
か
わ

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

様
々
な
民
間
の
取
り
組
み
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
う
ま
く
連
携
を
取
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
武
石
村
に
も
独
自

に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
も

お
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
と
思
う
。

▽
武
石
小
学
校
及
び

依
田
窪
南
部
中
学
校
に
於
け
る

Ｉ
Ｔ
教
育
の
実
態
に
つ
い
て

木
下
文
雄
議
員

▽
市
町
村
合
併
　
現
在
の
焦
点
は

新
井
繁
雄
議
員

小学校のPC教室

議会の動き 
6月17日（木） 第1回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会 
6月29日（火） 合併問題研究会（全員） 
7月 4 日（日） 武石村消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会（議長、消防委員） 
7月 5 日（月） 社会常任委員会 
7月 5 日（月） 第２回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員） 
7月7日（水）～8日（木） 東北信九郡町村議会正副議長研修会（正副議長） 
7月13日（火） 議会全員協議会 
7月13日（火） 上小地区消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会激励会（議長、消防委員） 
7月16日（金） 町村議会議長事務局長研修会 

期　日 出席した会議等 
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六
月
十
六
日
、
武
石
小
学
校
の
五

年
生
が
林
業
体
験
教
室
の
一
環
と
し

て
、
余
里
の
学
有
林
の
下
草
刈
り
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
学
有
林
に
は
、
栗
の
苗
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
キ
ャ

ス
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
栗
の
苗
に
気

を
つ
け
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
カ
マ
を
使
っ
て
の
草
刈
り
な
ど

し
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
良
い
体

験
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
作
業
中
は

と
て
も
暑
く
な
り
、
汗
だ
く
で
カ
マ

を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
食
用
栗
も
数
年
後
に
は
、
実

が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

七
月
二
日
、
武
石
小
学
校
の
音
楽

会
が
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
会
で
は
こ
の
日
の
た
め
に
各

学
年
で
練
習
し
て
き
た
合
唱
や
合
奏

の
ほ
か
、
保
護
者
や
先
生
方
の
歌
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
詰

め
か
け
、一
生
懸
命
合
唱
し
た
り
、
吹

奏
し
て
い
る
姿
に
盛
ん
な
拍
手
を
送

七
月
一
日
、
保
育
園
で
は
待
望
の

プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
合
し
、
注
意

を
聞
い
て
か
ら
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に

初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

花
組
の
園
児
は
初
め
て
入
る
大
き

な
プ
ー
ル
に
少
し
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
。

星
組
や
月
組
に
な
る
と
ビ
ー
ト
バ

ン
を
使
っ
て
泳
い
だ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
で
水
の
か
け
っ
こ
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
、
園
児
た

ち
に
は
と
て
も
楽
し
み
な
時
間
と
な

る
で
し
ょ
う
。

六
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
に
上

小
地
域
の
学
童
が
集
ま
り
、
丸
子
の

全
芳
院
で
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
宿
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
合
宿
は
そ
れ
ぞ
れ
の

学
童
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
四
年
生
か
ら
六
年
生
が
対
象

で
、
交
流
を
深
め
る
中
で
高
学
年
と

し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

合
宿
で
は
初
め
て
知
り
合
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
自
分
た

ち
の
手
で
食
事
を
用
意
し
た
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
座
禅
、
朝
食
で

お
か
ゆ
を
食
べ
る
な
ど
普
段
な
か
な

か
で
き
な
い
体
験
を
し
ま
す
。

特
に
好
評
だ
っ
た
の
が
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
手
作
り
体
験
で
す
。
と
に
か
く
時

間
と
根
気
が
必
要
で
し
た
が
、「
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
が
作
れ
る
な
ん
て
お
も
わ
な

か
っ
た
！
」
と
、
そ
の
味
は
ま
た
格

別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
大
盛
り
上
が
り
。

最
後
の
最
後
は
力
尽
き
る
ま
で
み
ん

な
が
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
様
子
で
も
普
段
と
は

違
っ
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
れ
な
い
場
所
で
は
じ
め
て

の
友
達
を
前
に
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、

仲
良
く
し
よ
う
と
ち
ょ
っ
と
背
伸
び

を
し
て
み
た
り
、
ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ

る
中
で
も
協
力
し
あ
っ
て
み
た
り
、

疲
れ
て
み
た
り
、
お
も
い
っ
き
り
は

し
ゃ
い
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
子
を

見
せ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
最
後
は
み

ん
な
が
楽
し
か
っ
た
と
口
に
し
て
い

ま
し
た
。
今
年
も
こ
こ
か
ら
夏
が
は

じ
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

《
保
護
者
の
声
》

「
６
年
生
に
な
る
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
の
点
火
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
」

と
わ
が
子
も
と
て
も
楽
し
み
に
出
か

け
ま
し
た
。
新
し
い
友
も
で
き
、
有

意
義
な
時
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

学
童
の
行
事
の
中
で
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
。

〜
上
小
学
童
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
宿
〜

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

日
は
保
育
園
つ
き

組
の
園
児
も
参
加

し
て
、
元
気
な
歌

声
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。
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七
月
四
日
、
武
石
村
消
防
団
の
第

三
十
九
回
ポ
ン
プ
操
法
大
会
と
第
三

十
一
回
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
梅
雨
明

け
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
暑
さ
に
な

り
ま
し
た
。
各
大
会
に
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
汗
を
か
き
な
が
ら
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
操
法
は
、
各
分
団
二
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
一
チ
ー
ム
四

名
で
構
成
さ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
を
使

い
、
規
律
や
水
出
し
ま
で
の
タ
イ
ム

な
ど
を
競
う
も
の
で
す
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
、
団
体
戦
と

個
人
戦
で
競
わ
れ
ま
す
。
分
団
ご
と

に
団
体
（
六
名
）
一
チ
ー
ム
、
個
人

吹
奏
二
名
が
出
場
し
、
吹
奏
を
競
い

ま
す
。

年
々
、
各
分
団
の
レ
ベ
ル
も
上
が

っ
て
き
て
お
り
、
上
小
大
会
で
も
上

位
入
賞
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
村
の
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
優
　
勝

第
二
分
団
Ｂ
チ
ー
ム

◆
準
優
勝

第
四
分
団
Ａ
チ
ー
ム

◆
第
三
位

第
三
分
団
Ａ
チ
ー
ム

◆
優
　
勝

第
一
分
団

◆
準
優
勝

第
二
分
団

◆
第
三
位

第
四
分
団

◆
優
　
勝

近
藤
貴
雄
団
員
（
第
三
分
団
）

◆
準
優
勝

木
下
嘉
章
団
員
（
第
二
分
団
）

◆
第
三
位

曲
尾
久
幸
団
員
（
第
一
分
団
）

ポ
ン
プ
操
法
で
優
勝
し
た
第
二
分

団
Ｂ
チ
ー
ム
と
第
五
分
団
Ａ
チ
ー
ム
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
団
体
（
全
分
団
か
ら

の
選
抜
チ
ー
ム
）、
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人

の
部
で
優
勝
し
た
近
藤
貴
雄
団
員
、

準
優
勝
の
木
下
嘉
章
団
員
は
、
そ
れ

武
石
村
消
防
団

第
39
回
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
31
回
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

◇
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部

ぞ
れ
七
月
十
八
日
に
真
田
町
で
行
な

わ
れ
た
上
小
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
小
大
会
出
場
チ
ー
ム
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

（
15
チ
ー
ム
出
場
）

第
二
分
団
　
　
第
八
位

第
五
分
団
　
　
第
十
五
位

◇
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部

（
11
チ
ー
ム
出
場
）

武
石
村
消
防
団
　
第
八
位

◇
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部

木
下
嘉
章
団
員
　
第
二
位

近
藤
貴
雄
団
員
　
第
十
一
位

上
小
大
会
の
結
果

大会の開会式

選手宣誓

ポンプ操法　優勝　第二分団 Bチームラッパ吹奏団体の部　優勝　第一分団

ラッパ吹奏個人の部で優勝した近藤貴雄団員

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部

ラッパ吹奏団体の部　選抜チーム

みごと上小大会で準優勝した
木下嘉章団員
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人
が
悲
し
む
だ
け
だ
と
思
う
し
、

苦
し
さ
に
負
け
て
自
殺
し
て
も
周

り
の
人
が
悲
し
む
だ
け
だ
と
お
も

う
か
ら
、
み
ん
な
か
っ
と
な
っ
て

も
大
丈
夫
で
苦
し
さ
に
も
負
け
な

い
強
い
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

命
は
と
っ
て
も
大
事
な
も
の
で
、

お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
う
大
事
な
大

事
な
命
で
、
愛
情
で
育
っ
て
い
く

も
の
な
の
に
、
人
を
殺
す
な
ん
て

殺
さ
れ
た
子
は
ど
ん
な
気
持
で
天

国
に
い
っ
た
の
か
。

も
し
、
さ
し
た
人
が
逆
に
殺
さ

れ
た
ら
、
家
族
は
ど
う
思
う
の
か
、

や
っ
ぱ
り
悲
し
む
に
決
ま
っ
て
い

る
と
思
う
。

人
を
殺
し
て
報
わ
れ
る
な
ん
て
、

絶
対
に
あ
り
え
な
い
ね
。
ま
ず
は

話
し
合
お
う
よ
。

全
国
の
学
校
現
場
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
同

級
生
に
よ
る
六
年
生
殺
害
事
件
。
こ

う
し
た
学
校
を
舞
台
と
し
た
凶
悪
事

件
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。子

ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

学
校
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
教
育

現
場
も
事
件
や
犯
罪
の
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
学
校
現
場
が
想
定

し
て
こ
な
か
っ
た
事
件
が
頻
発
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
子
ど
も

達
の
安
全
を
学
校
だ
け
の
力
で
守
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

学
校
と
地
域
、
保
護
者
が
緊
密
に

連
携
を
取
り
合
い
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
体
制
づ
く
り
の
第
一
歩

は
、
学
校
、
地
域
社
会
、
保
護
者
が

子
ど
も
の
安
全
に
対
す
る
意
識
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
高
め
る
こ
と
と
、
よ

り
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
手
立
て

が
必
要
で
し
ょ
う
。

僕
は
、
ど
う
し
て
そ
の
人
が
仲

の
良
い
友
達
を
殺
し
て
し
ま
っ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
。
何
か
む
か
つ

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

殺
す
前
に
、
先
生
や
親
に
相
談
す

れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。

そ
の
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
は
こ

れ
か
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
。
殺

し
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
心
の
傷
が

残
っ
て
一
生
苦
し
い
思
い
で
生
き

て
い
く
の
か
‥
‥
。

そ
れ
と
も
自
殺
と
か
を
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
一
生

悔
や
む
と
思
う
か
ら
、
僕
は
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
、
か
っ
と
し
て

も
強
い
心
を
持
っ
て
絶
対
に
人
を

殺
し
た
り
し
な
い
し
、
一
年
生
が

遊
び
で
「
お
前
を
殺
す
」
と
か
言

っ
た
と
き
に
は
、
注
意
し
て
あ
げ

た
い
。
そ
し
て
一
年
生
も
そ
の
こ

と
を
理
解
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
に
人
を
殺
し
た
っ
て
何
の

解
決
に
も
な
ら
な
い
し
、
周
り
の

人権教育紙上講座
№329

教育委員会
同和対策室

「
少
年
犯
罪
を
ど
う
防
ぐ
か
」

学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

苦
情
の
内
容
は
？
」「
障
害
者
の
対

応
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
？
」

な
ど
鋭
い
質
問
が
多
く
、
事
前
に

勉
強
し
て
か
ら
見
学
に
臨
ん
で
い

る
事
が
う
か
が
え
感
心
し
ま
し
た
。

大
学
の
担
当
者
に
お
聞
き
す
る

と
、「
見
学
研
修
は
実
際
の
施
設
を

目
で
見
る
こ
と
で
、
一
年
次
の
基

礎
的
な
学
習
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。
つ
い
三
ヵ

月
前
ま
で
は
高
校
生
だ
っ
た
学
生

が
、
福
祉
の
専
門
職
を
目
指
す
大

学
生
と
し
て
目
標
を
持
っ
て
勉
学

に
励
む
の
に
と
て
も
い
い
転
機
に

な
る
。」と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
見
学
す
る
施
設
は
多
岐
に
わ

た
る
よ
う
で
す
が
、「
ふ
れ
あ
い
」

で
の
研
修
が
福
祉
を
学
ぶ
若
い
学

生
に
少
し
で
も
よ
い
刺
激
に
な
れ

ば
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
長
野
大
学
社
会
福
祉
学
部
一

年
生
四
十
名
が
、
六
月
二
十
三
日

「
ふ
れ
あ
い
」
に
見
学
研
修
に
訪

れ
、
約
二
時
間
に
わ
た
り
運
営
理

念
や
実
際
の
作
業
の
様
子
に
つ
い

て
研
修
し
て
い
き
ま
し
た
。
職
場

見
学
で
は
、「
ボ
ビ
ン
更
生
の
仕

事
や
梱
包
材
の
整
理
の
仕
事
は
産

業
廃
棄
物
を
少
な
く
す
る
取
り
組

み
か
ら
生
ま
れ
た
仕
事
で
あ
る
。」

と
か
「
作
業
員
は
最
低
賃
金
に
満

た
な
い
額
で
働
い
て
い
る
。」
と

か
「
服
装
な
ど
表
む
き
の
区
別
は

な
く
、
誰
が
指
導
員
で
誰
が
作
業

員
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。」
と
い
っ
た
説
明
に
神
妙
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
反
面
、

毛
皮
製
品
の
職
場
で
は
現
代
っ
子

ら
し
く
「
か
わ
い
い
。」「
ち
ょ
ー

気
持
ち
い
い
。」「
こ
れ
ほ
し
い
。」

な
ど
の
歓
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
て
か
ら
の
質
疑
応

答
で
は「
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
で
仕

事
を
し
て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
な
ん
で
す
か
？
」「
苦
情
処

理
制
度
を
作
っ
て
か
ら
出
さ
れ
た

〜
長
野
大
学
生
が
来
所

ふ
れ
あ
い
を
四
十
名
が
見
学
〜

佐
世
保
市
事
件
へ
の
小
学
生
の
声

広報武石 平成１６年８月号　No.445（8）

◇
上
小
地
区
予
選
会

（
六
月
十
一
日
・
十
二
日
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
第
一
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
第
七
位

サ
ッ
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
第
八
位

軟
式
野
球
　
　
　
　
　
　
　
第
四
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
　
　
第
六
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
　
　
　
第
四
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
　
　
　
第
三
位

◇
東
信
地
区
予
選
会

（
六
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
第
一
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
　
　
　
第
四
位

七
月
二
日
、
総
合
運
動
場
屋
外
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
で
第
十
七
回
公

民
館
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
十

一
チ
ー
ム
で
、
強
い
日
差
し
の
中
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

競
技
に
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

☆
優
　
勝

沖
チ
ー
ム

☆
準
優
勝

薮
合
チ
ー
ム

☆
第
三
位

片
羽
Ａ
チ
ー
ム

 

橋
詰
　
明
枝 

降
る
花
を
か
す
め
て
浮
か
び
く
る
蝶
の
後
は 

追
う
ま
じ
飛
鳥
の
都 

※
行
先
、い
に
し
え
、た
だ
今
。美
妙
な
時
に
演
じ
る

心
。文
字
を
追
い
終
え
た
後
ほ
う
け
て
し
ま
っ
た
。

夢
に
覚
え
な
が
ら
秘
す
る
花
を
思
っ
た
。し
き
り

に
お
帰
り
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

松
久
　
立
子 

「
桜
咲
け
ど
唯
食
う
こ
と
に
追
は
れ
け
り
」 

桜
め
で
つ
つ
亡
父
の
句
よ
ぎ
る 

※
追
っ
て
追
わ
れ
て
、追
い
抜
い
て
追
い
抜
か
さ
れ
て
、

追
い
付
い
て
。
移
ろ
い
行
く
桜
色
の
中
で
、ど
っ
し

り
と
変
わ
ら
ぬ
幹
が
際
立
つ
。 

 

宮
下
　
弘
子 

鶯
の
鳴
く
声
澄
み
し
裏
山
は
世
の
騒
が
し
き 

無
縁
な
る
所 

※
う
ぐ
い
す
は
春
告
げ
鳥
と
も
呼
ば
れ
る
。世
の
中

は
何
を
告
げ
た
の
か
。
春
に
騒
が
し
い
の
は
心
だ

け
で
充
分
だ
。 

  

五
十
嵐
つ
ね
子 

友
が
目
を
手
術
し
た
あ
と
笑
わ
せ
る
世
の
明 

る
さ
と
こ
じ
わ
の
多
さ
よ 

※
作
者
の
心
持
ち
に
引
か
れ
る
。こ
じ
わ
の
多
さ
を
思

う
の
は
気
遣
い
の
深
さ
か
。感
慨
が
押
し
寄
せ
る
。 

  

小
山
　
渥
子 

は
じ
め
て
の
手
話
の
ダ
ン
ス
に
誘
わ
れ
て
友 

の
仕
草
を
真
似
て
踊
れ
り 

※
気
取
り
の
な
い
言
葉
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。何

と
な
く
何
か
言
っ
て
は
み
た
も
の
の
、言
わ
ぬ
が
花
か
。 

 

　
　
　
　
最
後
に
一
首
編
集
子
よ
り 

―
短
歌
採
集
を
求
む
― 

※
皆
様
の
歌
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
首
長
く
し
て
描

く
楽
し
さ 
あしあと短歌会編集事務局選 

◆あしあと会員募集のお知らせ◆ 
あしあと短歌会では新規会員を募集しています。入会を希望さ
れる方は福祉企業センター（85-2015）まで御連絡ください。 

第
四
十
三
回

長
野
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会

第
十
七
回

公
民
館
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
二
十
五
回

村
長
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優　勝★上本入チーム

準優勝★ファミリーチーム

第三位★小沢根チーム

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
第

二
十
五
回
村
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
六
月
九
日
か
ら
三
十
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。



健
康
た
け
し
21
が
完
成

〈
健
康
日
本
21
・
武
石
村
計
画
〉
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”健
康
た
け
し
21
“
と
は
、
糖
尿
病
や

循
環
器
疾
患（
脳
卒
中
・
虚
血
性
心
疾
患
）

を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防

を
重
視
し
二
〇
一
〇
年
度
を
目
標
年
次
と

し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
武
石
村

健
康
づ
く
り
計
画
」
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く

り
運
動
と
し
て「
健
康
日
本
21
」が
示
さ
れ
、

そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
平
成
十
四
年
八
月

公
布
、
翌
年
五
月
に
”健
康
増
進
法
“
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
増
進
法
に
基
づ

き
、
武
石
村
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
計
画

に
取
り
組
み
、
五
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

「
健
康
日
本
21
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

住
民
が
主
人
公
と
な
っ
て
取
り
組
む
健
康

づ
く
り
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
環

境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

武
石
村
の
特
徴
や
、
村
民
の
健
康
実
態
を

も
と
に
健
康
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
で
き
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
広
報
に
掲

載
し
ま
す
。

中山間地域農業直接支払事業の実施状況を公表 
 
　中山間地域農業直接支払事業は、傾斜地が多く、ま
とまった農地の少ない山間地において継続的な農業生
産活動を通じて耕作放棄の発生を防ぎ、国土の保全や
水源のかん養など、農業・農村の持つ､多面的機能を確
保するため平成12年度よりスタートしました｡ 
　本村においても3地区が該当となり、それぞれに農
地を守るための｢集落協定｣を締結し事業に取組んでい
ます。その実施状況を次のとおり公表します｡ 

�集落協定の概要 
　集落協定は、対象地域において、耕作放棄地の解消
と発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活
動等を可能とすることにより、対象集落の持つ多面的 
機能の確保を図るた
め、関係者が一致協
力して今後5年間に
取組むべき事項が定
められています。 

�集落協定数及び各集落への交付額 

�対象農用地の基準別の面積及び交付額 

�農業生産活動等の取組状況 

�生産性・収益の向上、担い手の定着等に関する取組状況 

お問い合わせ先 
産業振興課 85-2828

区　　分 

面 積(㎡)  

交付額(円)

対象基準 
急傾斜地 

田 

  171,717 

3,618,535

交付総額 

 

3,618,535

対象集落 

鳥　　　屋 

唐沢小原築地原 

巣　　　栗 

交付額 

  907,431 

1,943,382 

  767,722

賃貸借権設定・農作業の委託 

鳥獣害防止対策 

農地法面の点検 

耕作放棄地の保全管理 

水路・農道の管理 

集落協定数 

 

3

内　　　容 集落数 

3 

1 

3 

1 

3 

2 

1

農作業受委託の推進 

飼料生産の集団的委託 

認定農業者の育成 

農地の面的集約 

オペレーターの育成確保 

内　　　容 集落数 

2 

1 

1 

1 

1

畑 

0 

0

草地 

0 

0

採草放牧地 

0 

0

計 

  171,717 

3,618,535

(単位：�、円)

(単位：円)

多面的機能を増進する活動 
景観作物の植栽 

魚類・昆虫類の保護 

●インディアンサラダ●
眞壁博子さん（沖）

〈材料〉4～6人分

・大豆（乾）…1／2カップ ・じゃがいも …中2～3個 ・にんじん……1／3～1／4本

・キュウリ ……………1本 ・ちくわ（小） …1～2本 ・カレー粉………小さじ1／2

・酢 …………大さじ3～4 ・砂糖……………大さじ1 ・しょう油 …………小さじ2

〈作り方〉

①大豆一晩水につけてから、かたゆでにする。
②じゃがいもは皮つきのままレンジにかけて皮をむき、2～3㎝長さに切る。
③ちくわは小口切りにする。
④大豆、じゃがいも、ちくわをそれぞれ素揚げにし、油を切っておく。
⑤にんじんはいちょう切りにしてゆでる。
⑥きゅうりは輪切りにする。
⑦ボウルに調味料を合わせ④、⑤、⑥を加えて混ぜる。

※おかずやお酒のおつまみ、おやつにいかがでしょうか。冷蔵庫に入れておけば
2日～3日間くらいは作り置きができます。
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十
五
年
間
続
い
て
い
る
依
田
窪
南

部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
厚
生
部
の「
生
活
調

べ
」の
結
果
を
見
た
り
、
児
童
や
生
徒

の
様
子
を
伺
う
な
か
で
、「
保
育
園
児

は
ど
う
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
こ
と
で
、

子
育
て
支
援
事
業
推
進
委
員
会
発
足

後
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、昨
年

十
二
月
に「
生
活
リ
ズ
ム
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
保
育
園
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
活
リ
ズ
ム
の
実
態
は
深
刻

睡
眠
、
食
事
、
あ
そ
び
に
つ
い
て

の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◇
睡
眠
関
係

�
起
床
時
刻

六
時
半
前
　
22
・
５
％

七
時
以
降
　
44
・
９
％

�
起
き
方

自
分
で
起
き
る
　
41
・
８
％

機
嫌
よ
く
起
き
る
45
・
１
％

�
就
寝
時
刻

八
時
半
前
　
７
・
５
％

九
時
以
降
　
78
・
５
％

�
寝
つ
き

な
か
な
か
寝
な
い
　
27
・
４
％

◇
食
事
関
係

�
朝
食

時
々
食
べ
な
い
　
６
・
７
％

時
々
食
べ
る
　
　
９
・
０
％

�
食
べ
方

し
っ
か
り
食
べ
る
　
47
・
４
％

◇
あ
そ
び
の
関
係

�
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
る
時
間

平
日
（
休
日
）

見
な
い
　
　
４
・
２
％（
０
％
）

三
十
分
以
内
５
・
２
％（
５
・
０
％
）

１
時
間
　
　
32
・
３
％（
18
・
８
％
）

２
時
間
　
　
34
・
４
％（
20
・
８
％
）

３
時
間
　
　
15
・
６
％（
25
・
８
％
）

４
時
間
　
　
６
・
３
％（
17
・
８
％
）

５
時
間
以
上
２
・
１
％（
11
・
９
％
）

�
登
園
前
の
過
ご
し
方

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る

（
58
・
５
％
）

就
寝
時
刻
が
十
時
以
降
の
園
児
は

睡
眠
時
間
が
少
な
い
た
め
、
毎
朝
の

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。

幼
児
期
は
、
十
分
な
睡
眠
と
三
回

健康センター
通信 8月号

保健福祉課
℡85-2067

8月9日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
10日 火 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

あそびの教室 午前10:00～11:30
18日 水 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30
19日 木 1歳6カ月児・3才児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）
20日 金 乳房・子宮セット検診 午後 12:45～ 1:45（受付）
23日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
24日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

予防接種（ツベルクリン①・三種混合③） 午後 1:15～ 1:30（受付）
25日 水 乳児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）
26日 木 高齢者料理教室・予防接種（BCG） 午前10:00～午後1:00
29日 日 基本健康診査 午前 9:00～11:00
31日 火 1歳児教室 午前 9:20～ 9:30（受付）

9月1日 水 基本健康診査結果報告会（大布施公民館） 午前10:00～11:30
基本健康診査結果報告会（薮合公民館） 午後 1:30～ 3:30

2日 木 3歳児教室 午前10:00～11:30
基本健康診査結果報告会（西武公民館） 午後 1:30～ 3:30

3日 金 基本健康診査結果報告会（下小寺尾公民館） 午前10:00～11:30
基本健康診査結果報告会（片羽公民館） 午後 1:30～ 3:30

6日 月 胃検診 午前 7:00～ 8:00（受付）
基本健康診査結果報告会（沖公民館） 午後 1:30～ 3:30

7日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
男性料理教室 午前10:00～午後1:00
物忘れ相談 午後 1:30～ 3:30

8日 水 幼児歯科検診 午後 1:15～ 1:30（受付）
9日 木 基本健康診査結果報告会（築地原生活改善センター） 午前10:00～11:30

基本健康診査結果報告会（堀之内公民館）午後 1:30～ 3:30
10日 金 基本健康診査結果報告会（上小寺尾公民館） 午前10:00～11:30

基本健康診査結果報告会（余里公民館） 午後 1:30～ 3:30

8月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

め
っ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
生
活
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
子

ど
も
の
か
ら
だ
と
心
」
が
心
配
さ
れ

る
方
向
に
ど
ん
ど
ん
と
悪
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
何
と
か
し
よ

う
と
、
み
ん
な
努
力
を
し
て
い
ま
す

が
、
悪
く
さ
せ
る
力
の
方
が
強
く
、

な
か
な
か
成
果
が
上
が
ら
な
い
の
が

く
や
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
変

化
を
く
い
と
め
る
た
め
の
知
恵
は
、

ま
ず
”取
り
組
む
目
標
“
を
二
つ
か

三
つ
決
め
て
挑
戦
す
る
と
い
う「
”行

動
計
画
“
型
の
取
り
組
み
」
で
す
。

ど
う
か
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
厚
生
部
の

十
五
年
間
の
貴
重
な
調
査
結
果
を
分

析
し
て
、
良
い
方
に
変
化
し
て
い
る

項
目
を
見
つ
け
て
、
取
り
組
み
の
成

果
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
保
育
所
の
結
果
か
ら
、
生

活
の
中
で
の
目
標
を
決
め
て
、「
行
動

計
画
」
を
つ
く
っ
て
、
挑
戦
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
！
（
そ
の
3
）

生
活
リ
ズ
ム
は
大
切
！
…
…
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

子
育
て
支
援
事
業
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
①

の
食
事
が
と
て
も
大
切
で

す
。
早
め
の
就
寝
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

何
か
を
や
ら
な
い
と
、

事
態
は
変
わ
ら
な
い
！

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
南

中
の
生
活
実
態
調
査
に
つ
い

て
、
日
本
体
育
大
学
名
誉
教

授
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会

副
会
長
）
の
正
木
健
雄
先
生

か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
や
、
日
本
全
体
の
生
活

が
豊
か
に
な
り
、
便
利
に
な

り
、
そ
の
上
テ
レ
ビ
や
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
ビ
デ

オ
、
そ
し
て
携
帯
電
話
の
普

及
と
、
生
活
の
中
で
か
ら
だ

を
動
か
し
頭
を
働
か
せ
、
汗

を
か
い
て
生
活
す
る
こ
と
が
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美
ヶ
原
高
原
の
絵
は
が
き
が
七
月

十
六
日
（
金
）
か
ら
発
売
し
ま
し
た
。

美
ヶ
原
高
原
の
四
季
折
々
の
風
景
を

五
枚
一
セ
ッ
ト
に
し
て
価
格
は
三
百

五
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

武
石
郵
便
局
（
85
‐
２
５
２
０
）

と
小
県
和
田
郵
便
局
の
限
定
発
売
で

す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
春
の
農
産
物
の
植
え
付
け

以
降
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
水
稲
、
ユ
リ

等
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

被
害
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
武
石
村
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
協
議
会
で
は
、
猟
友
会
の
み
な

さ
ん
に
委
託
し
、
ワ
ナ
に
よ
る
駆
除

を
中
心
に
実
施
し
て
効
果
を
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
被
害
が
出
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
協
議
会
で
は
駆
除
を
強

化
す
る
た
め
に
、
今
年
も
狩
猟
免
許

（
網
・
わ
な
猟
）
の
受
験
希
望
者
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
免
許
取
得
に
か
か
る
経
費

の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

▽
事
前
講
習
（
予
定
）

９
月
24
日（
金
）
お
よ
び
25
日（
土
）

▽
試
験
日
９
月
26
日（
日
）

▽
募
集
人
員

数
名

▽
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

８
月
末
日
ま
で
に
武
石
村
役
場
産

業
振
興
課
林
政
係
（
℡
85
‐
２
８
２

８
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
ま
た
、

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
林
政

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

8月 8月 
美
ヶ
原
高
原
の
絵
は
が
き

発
売
の
お
知
ら
せ

☆基本料金（10�まで） 
　　1ヵ月…………1,650円 
☆10�を超える分 
　　1�につき………165円 
※8月1日から下水道料金がかわります。 
　料金の徴収は10月です。 

7月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

第
21
回
依
田
窪
水
泳
大
会
の
一
般

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
競
技
へ
の

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
８
月
６
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
や
競
技
種
目
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

８
月
22
日（
日
）

◇
時
間

８
時
30
分
〜

◇
場
所

依
田
窪
プ
ー
ル

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

和
田
村
教
育
委
員
会

（
依
田
窪
水
泳
大
会
事
務
局
）

℡
41
‐
６
１
２
３

平
成
16
年
度
第
２
回
「
犬
の
し
つ

け
方
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
開
催
日
程

９
月
４
日（
土
）か
ら
11
月
６
日（
土
）

の
間
で
計
６
回

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

◇
講
習
内
容

学
科
１
回
と
実
技
５
回
の
全
６
回

◇
開
催
場
所

長
野
県
上
田
合
同
庁
舎
駐
車
場
他

◇
受
講
資
格

登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
の
１
歳
未
満
の
飼
い

犬
で
全
日
程
を
受
講
可
能
な
方

◇
お
問
合
わ
せ
先

第
21
回

依
田
窪
水
泳
大
会

一
般
参
加
者
募
集

有
害
鳥
獣
駆
除
を

一
層
強
化
す
る
た
め
に

狩
猟
免
許（
網
・
わ
な
猟
）
の

受
験
者
募
集

犬
の
し
つ
け
方
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

動
物
愛
護
会
上
小
支
部
事
務
局

（
上
田
保
健
所
内
℡
25
‐
７
１
５
３
）

長
野
地
方
法
務
局
丸
子
出
張
所
が

上
田
支
局
に
統
合
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

法
務
局
主
催
の
無
料
法
律
相
談
会
と

無
料
登
記
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◇
開
催
日
程

毎
月
18
日
（
17
年
３
月
ま
で
）

◇
開
催
場
所

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階
会
議
室

◇
開
催
予
定
時
間

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

※
受
付
時
間
は
11
時
30
分
ま
で

◇
お
問
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

℡
23
‐
２
０
０
１

法
律
相
談
会開催

の
お
知
ら
せ
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判
断
能
力
の
あ
る
お
お
む
ね
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

で
、
ご
自
分
で
金
銭
管
理
や
書
類
な

ど
の
保
管
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

契
約
に
基
づ
い
て
、
日
常
の
金
銭

管
理
、
書
類
等
の
預
か
り
な
ど
を
行

な
い
ま
す
。
地
域
で
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
事

業
で
す
。

こ
の
事
業
の
細
部
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
か
民
生
委

員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
長

野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
で
は
、
子

ど
も
の
人
権
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

最
近
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
報
道
を

み
ま
す
と
、
子
ど
も
に
と
っ
て
痛
ま

し
い
事
件
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
問
題
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。だ

れ
に
も
話
せ
な
い
、
相
談
す
る

人
が
い
な
い
な
ど
、
悩
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
時
、

人
権
擁
護
委
員
が
話
を
聞
き
ま
す
。

―
千
草
会
―

六
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四
日

間
に
わ
た
り
、
千
草
会
の
皆
さ
ん
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
日
本
舞
踊
を
披
露

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
華
や
か
な

着
物
を
着
て
、
踊
る
姿
を
利
用
者
の

方
々
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

―
老
人
ク
ラ
ブ
―

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
六
月
十
日

に
権
兵
衛
川
沿
い
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
の
手
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
は
ク
ジ
ャ
ク
草
の

花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は

き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
通
行
す
る
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

―
郡
身
障
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
―

六
月
十
一
日
、
小
県
郡
身
障
者
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
青
木
村
で
行
な

わ
れ
、
武
石
村
の
チ
ー
ム
が
優
勝
を

し
ま
し
た
。
十
月
二
十
三
日
に
行
な

わ
れ
る
東
信
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

―
独
居
楽
し
み
の
会
―

二
年
に
一
度
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
旅
行
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
六
月
二
十
五
日
と

二
十
六
日
に
斑
尾
高
原
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
総
勢
十
七
名
が
参
加
し
、

景
色
や
空
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
の
会
は
会
の
名
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

日
本
舞
踊
披
露

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

手
入
れ

◇
期
日
　
8
月
8
日（
日
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
8
月
9
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
8
月
19
日（
木
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

結
婚
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

会
の
名
称
を

募
集
し
ま
す

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
開
設
日
は

八
月
九
日
（
月
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

相
談
所
は

東
御
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

法
務
局
上
田
支
局

上
田
市
塩
田
公
民
館

坂
城
町
役
場
第
一
会
議
室

ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

℡
23
‐
２
０
０
１

武
石
チ
ー
ム
優
勝

金
銭
管
理
・
財
産
保
全

サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

子
ど
も
の
人
権
相
談
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戸
籍
の
窓 

七
月
十
日
ま
で
の
受
付 

8 月 
納 期 

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

村
　
県
　
民
　
税
（
第
２
期
分
） 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
分
） 

水
　
　
道
　
　
料
（
６
〜
７
月
分
） 

下
　
水
　
道
　
料
（
６
〜
７
月
分
） 

保
　
　
育
　
　
料 

（
８

月

分
） 

◇
お
す
こ
や
か
に 

上
武
石  

西
村
一
貴 

貴
　
樹 

長
男 

真
由
美 

か
ず   

き 

上
武
石  

竹
澤
　
鼓 

つ
づ
み 

上
本
入  

山
田
拓
海 

和
　
広 

長
男 

育
　
恵 

た
く  

み 

上
武
石  

金
子
武
真 

雄
　
一 

二
男 

美
也
子 

ふ
う  

ま 

山田拓海くん 

下
武
石
　
伊
藤
志
げ
じ（
誠
晤･

母
）88
 

◇
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

集
団
で
事
を
起
こ
す
時
に
全
員
の 

熱
意
や
意
気
込
み
が
高
ま
る
こ
と
。 

士
気
高
揚 

し              

き             

こ
う          

よ
う 

今月の防災標語 

―第2分団― 

日々の安心 
作るのは 

あなた自身です 

竹澤鼓ちゃんとおねえちゃん 西村一貴くん 

金子武真くんとおにいちゃん 

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

各業務のお盆休業 各業務のお盆休業 各業務のお盆休業 
●し尿処理業務……8月13日（金）～16日（月）まで 
●診療所……………8月13日（金）～15日（日）まで 
　※12日の時間外診察（午後5時～6時）も休診いたします。 
●村営バス…………8月13日（金）～16日（月）まで 

【花市・花火大会開催に伴う交通規制】 
　8月12日の午後6時10分から午後
9時まで、柳沢敬さん宅下から太田
屋旅館さん横信号交差点までの間、
交通規制となります。 
　また、8月14日の花火大会会場周
辺の道路が午後7時から大会終了時
まで、交通規制となりますのでご協
力ください。 

＊詳しくは8月10日（火）朝刊の折り込みチラシをご覧ください。 

第
23
回 

武
石
村
夏
祭
り 

8月14日（土） 
◆マレットゴルフ場無料開放 
　午前9時～午後5時 
◆親善ソフトテニス大会 
　午前8時15分～　テニスコート 
◆納涼大花火大会   
　午後7時30分～ 村民グラウンド上 
　＊雨天の場合は16日（月） 

8月12日（木） 
◆花市（予定） 
　開会式………… 午後6時05分頃～ 
　太鼓演奏……… 午後6時10分頃～ 
　子どもみこし… 午後6時25分頃～ 
　おどり………… 午後6時30分頃～ 
　大人みこし…… 午後7時20分頃～ 

8月15日（日） 
◆親善ソフトボール大会 
　午前8時20分～村民グラウンド 
◆村長杯争奪親善囲碁大会 
　午前9時～　老人センター 
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